
二
三

澁
澤
龍
彥
の
「
蔵
書
目
録
」
に
つ
い
て
（
3
）

跡　

上　

史　

郎

一
　
泉
鏡
花
生
誕
一
五
〇
年
と
澁
澤
龍
彥

　

二
〇
一
九
〜
二
〇
年
に
国
書
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
泉
鏡
花 

著
／
澁
澤
龍
彥 

編
／
山

尾
悠
子 

解
説
／
小
村
雪
岱 

装
釘
・
装
画
『
澁
澤
龍
彥　

泉
鏡
花
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ　

龍
蜂

集
』（
二
〇
一
九
・
一
〇
）、『
同
Ⅱ　

銀
燭
集
』（
二
〇
二
〇
・
一
）、『
同
Ⅲ　

新
柳
集
』

（
二
〇
二
〇
・
四
）、『
同
Ⅳ　

雨
談
集
』（
二
〇
二
〇
・
九
）
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

一
方
、
一
九
八
七
年
没
の
澁
澤
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
集
を
担
当
し
た
と

言
え
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
桑
原
茂
夫
「「
澁
澤
龍
彥　

泉
鏡
花
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
誕
生

秘
話
」（
前
掲
『
龍
蜂
集
』）
が
説
明
し
て
い
る
。『
別
冊
現
代
詩
手
帖　

泉
鏡
花
特
集
号
』

（
一
九
七
二
・
一
）
に
よ
り
、
七
〇
年
代
鏡
花
ブ
ー
ム
の
一
翼
を
担
っ
た
桑
原
は
、
學
藝
書
林

移
籍
後
『
泉
鏡
花
作
品
集
』
を
企
画
し
、「
作
品
の
選
定
か
ら
解
説
ま
で
全
体
の
編
集
を
、

澁
澤
龍
彥
さ
ん
と
種
村
季
弘
さ
ん
に
お
願
い
」
し
た
。
し
か
し
、「
そ
の
最
終
案
の
作
成
中
」、

「
全
集
を
出
し
て
い
た
版
元
が
突
然
、
全
集
を
再
販
す
る
か
ら
作
品
集
企
画
を
取
り
や
め
る

よ
う
に
言
っ
て
き
た
」。
よ
っ
て
こ
の
企
画
は
頓
挫
し
た
が
、
編
集
作
業
中
作
成
さ
れ
た
澁

澤
と
種
村
の
収
録
候
補
作
リ
ス
ト
が
残
さ
れ
、
桑
原
が
密
か
に
保
存
し
続
け
た
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、
二
〇
一
九
年
に
な
っ
て
か
ら
日
の
目
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
二
三
年
は
、
泉
鏡
花
生
誕
一
五
〇
年
で
あ
っ
た
。
泉
鏡
花
記
念
館
会
報
『
鏡

花　

雪
う
さ
ぎ
』vol.18

、
二
〇
二
三
・
三
）
に
掲
載
さ
れ
た
礒
崎
純
一
「
澁
澤
龍
彥
と
鏡

花
│
│
磁
界
と
し
て
の
シ
ブ
サ
ワ
」
は
、
泉
鏡
花
文
学
賞
と
澁
澤
龍
彥
の
関
係
の
深
さ
、

「

年
以
降
の
鏡
花
文
学
の
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
お
い
て
澁

澤
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
証
を
挙
げ
て
お
り
、
現
在
進
行

形
で
鏡
花
と
澁
澤
の
縁
が
深
ま
り
続
け
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
証
言
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

い
ま
だ
に
新
た
な
書
籍
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
〈
澁
澤
龍
彥
の
泉
鏡
花
〉
に
つ
い
て
、

『
蔵
書
目
録
』
か
ら
眺
め
て
み
る
と
何
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
澁
澤
龍
彥
は
ど
の
よ
う
な
資

料
に
基
づ
い
て
鏡
花
を
読
み
、
鏡
花
に
関
す
る
原
稿
を
書
い
て
い
た
の
か
、
可
能
な
限
り
実

証
的
に
述
べ
て
み
よ
う
。

二
　
澁
澤
が
読
ん
で
い
た
『
鏡
花
全
集
』
そ
の
他

　

上
記
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
も
と
と
な
っ
た
澁
澤
の
リ
ス
ト
は
山
尾
悠
子
が
『
龍
蜂

集
』
の
「
解
説
」
で
紹
介
し
て
い
る

⑴
。「
こ
れ
は
岩
波
書
店
版
鏡
花
全
集
（
当
時
の
初
版

で
は
全
二
十
八
巻
）
の
巻
立
て
に
沿
っ
た
リ
ス
ト
」
で
「
各
巻
の
作
品
の
収
録
順
、
ま
た
作

品
名
と
巻
数
の
合
わ
な
い
箇
所
」
を
山
尾
が
「
微
修
正
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

泉
鏡
花　

作
品　

澁
澤
龍
彥
選

巻
一　

活
人
形　

夜
行
巡
査

巻
二　

外
科
室　

化
銀
杏　

紫
陽
花　

照
葉
狂
言

巻
三　

龍
潭
譚　

Ｘ
蟷
螂
鰒
鉄
道　

化
鳥　

さ
ゝ
蟹　

清
心
庵　

な
ゝ
も
と
桜　

髯

題
目　

玄
武
朱
雀

巻
四　

蛇
く
ひ　

山
僧　

笈
摺
草
紙　

黒
百
合　

星
あ
か
り　

鶯
花
経　

通
夜
物
語

巻
五　

幻
往
来　

名
媛
記　

高
野
聖

巻
六　

式
部
小
路　

裸
蠟
燭　

処
方
秘
箋　

蝿
を
憎
む
記

巻
七　

お
留
守
さ
ま

巻
九　

千
鳥
川　

海
異
記

巻
十　

春
昼　

春
昼
後
刻

巻
十
一　

草
迷
宮　

沼
夫
人

巻
十
三　

酸
漿

巻
十
四　

貴
婦
人　

夜
釣

巻
二
十
二　

眉
か
く
し
の
霊

巻
二
十
三　

貝
の
穴
に
河
童
の
居
る
こ
と

巻
二
十
六　

紅
玉　

海
神
別
荘　

天
守
物
語　

山
吹　

戦
国
茶
漬
﹇
引
用
者
注
／
『
鏡

花
全
集
』
初
版
を
参
照
の
上
、「
海
神
別
荘
」「
紅
玉
」
の
位
置
を
入
れ
替
え
『
鏡

花
全
集
』
の
収
録
順
に
合
わ
せ
た
。﹈

　

澁
澤
蔵
書
中
の
『
鏡
花
全
集
』
は
以
下
で
あ
る
（『
蔵
書
目
録
』
で
は
、
全
集
類
の
刊
行

期
間
や
、
そ
の
他
の
書
籍
に
つ
い
て
も
刊
行
月
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
以
下
可
能
な
限
り
調

査
に
よ
っ
て
補
い
、
行
頭
に
示
す
）。

（324）

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
、

第
七
二
号
、
三
二
四
│
三
一
七
、二
〇
二
三



二
四

跡　上　史　郎
’40/03

〜
’42/11

〔
★
◉18-04-01 

鏡
花
全
集
【
全
28
巻
】、
泉
鏡
花
、
岩
波
書
店
、1941

〈
★
│
│
⑪
に
書
き
込
み
有
〉〕

戦
災
で
澁
澤
の
蔵
書
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
戦
後
古
書
と
し
て
購
入
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
が
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
書
き
込
み
の
あ
る
第
一
一
巻
に
は
『
草
迷
宮
』
を
収

録
し
て
い
る
。

　

一
方
、『
蔵
書
目
録
』
中
の
鏡
花
本
は
同
全
集
の
み
で
は
な
い
。
目
次
と
共
に
示
す
。

’47/11

〔18-05-03 
鏡
花
随
筆
、
泉
鏡
花
、
角
川
書
店
、1947

〕﹇
目
次
／
松
の
葉
、
畫
の
裡
、

麥
搗
、
露
宿
、
十
六
夜
、
湯
ど
う
ふ
、
二
三
羽
―
十
二
三
羽
、
あ
ひ
あ
ひ
傘
、
新
富
座

所
感
、
夏
目
さ
ん
、
み
な
わ
集
の
事
な
ど
、
入
子
話
、
七
寶
の
柱
、
た
そ
が
れ
の
味
、
ロ

マ
ン
チ
ツ
ク
と
自
然
主
義
、
能
樂
座
談
、
東
京
の
女
と
大
阪
の
女
、
卷
末
言
﹈

’55/09

〔01-02-21 

高
野
聖
、
泉
鏡
花
、
河
出
書
房
、1955

〕﹇
河
出
文
庫
。
目
次
／
高
野
聖
、

夜
釣
、
貝
の
穴
に
河
童
の
居
る
事
、
解
說
（
村
松
定
孝
）﹈

’56

〔01-02-20 

夜
行
巡
査
・
外
科
室
、
泉
鏡
花
、
岩
波
文
庫
、1956

〕﹇
初
刊1953

の
目

次
／
義
血
俠
血
、
夜
行
巡
査
、
外
科
室
、
琵
琶
傳
、
化
銀
杏
、
龍
潭
譚
、
玄
武
朱
雀
、
解

說
（
奧
野
信
太
郞
）﹈

’57

〔01-02-19 

日
本
橋
、
泉
鏡
花
、
角
川
文
庫
、1957
〕﹇
初
刊1956

。
収
録
は
『
日
本

橋
』
の
み
。
解
說
（
村
松
定
孝
）﹈

　
〔
鏡
花
随
筆
〕
の
編
集
は
角
川
源
義
で
「
巻
末
言
」
も
角
川
が
書
い
て
い
る
。
角
川
の
選

択
眼
に
興
味
を
持
っ
て
所
持
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
収
録
作
は
小
説
で
は
な
い
の

で
、『
泉
鏡
花
作
品
集
』
に
は
使
い
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
河
出
文
庫
〔
高
野
聖
〕

の
収
録
作
の
す
べ
て
、
お
よ
び
岩
波
文
庫
〔
夜
行
巡
査
・
外
科
室
〕
の
七
作
中
五
作
（
傍
線

引
用
者
）
が
リ
ス
ト
入
り
し
て
い
る
。
澁
澤
は
『
鏡
花
全
集
』
第
一
五
〜
二
四
巻
の
大
正
・

昭
和
期
の
鏡
花
作
品
に
対
し
て
非
常
に
冷
淡
で
あ
る
が
、「
貝
の
穴
に
河
童
の
居
る
事
」（
昭

六
）
の
よ
う
な
異
色
作
を
拾
っ
て
い
る
の
は
、
文
庫
で
親
し
ん
で
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

長
編
の
〔
日
本
橋
〕
が
リ
ス
ト
に
入
ら
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
後
の
三
島
由
紀
夫
と
の
対
談

（
後
述
）
で
は
同
作
に
言
及
し
て
い
る
。

　

ま
た
以
下
も
鏡
花
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。

’76/01

〔
☆40-01-248 

現
代
日
本
の
文
学
・
第
二
期
①
、
泉
鏡
花
、
学
習
研
究
社
、1976

〕

﹇
目
次
／
泉
鏡
花
文
学
紀
行
、
鏡
花
幻
想
世
界
行
（
奥
野
健
男
）、
夜
行
巡
査
、
外
科
室
、

照
葉
狂
言
、
高
野
聖
、
婦
系
図
（
前
編
）、
婦
系
図
（
後
編
）、
歌
行
燈
、
天
守
物
語
、
売

色
鴨
南
蛮
、
眉
か
く
し
の
霊
、
注
解
（
三
田
英
彬
）、
年
譜
（
村
松
定
孝
）、
泉
鏡
花
文

学
ア
ル
バ
ム
、
評
伝
的
解
説
（
村
松
定
孝
）。1980

・3

、
四
版
で
確
認
﹈

な
お
、
後
の
岩
波
版
全
集
再
版
（
一
九
七
三
・
一
一
〜
一
九
七
六
・
三
）
で
追
加
さ
れ
た

『
別
巻
』
も
『
蔵
書
目
録
』
に
確
認
で
き
る
。

’76/03

〔18-05-04 

鏡
花
全
集
別
巻
、
泉
鏡
花
、
岩
波
書
店
、1976

〕

　
『
蔵
書
目
録
』
中
の
鏡
花
作
品
を
収
録
し
た
書
籍
は
以
上
で
あ
る
。

三
　
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
鏡
花
へ
の
言
及

　

マ
ル
キ
・
ド
・
サ
ド
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
初
期
澁
澤
で
あ
る
が
、
六
〇
年
代
の
初
め
か
ら

鏡
花
に
言
及
し
て
い
る
。
可
能
な
限
り
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。

’61/01

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
恐
怖
と
魅
惑
」（『
聲
』1961

年
冬
号
﹇
第
10
号
、
1
月
刊
﹈
↓

『
神
聖
受
胎
』
現
代
思
潮
社
、1962

・3

）

エ
ド
ガ
ー
・
ポ
オ
の
『
ラ
ン
ダ
ア
の
家
』
や
泉
鏡
花
の
『
龍
潭
譚
』
な
ど
は
、
か
か

る
詩
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

’61/02

「
仮
面
に
つ
い
て
│
│
現
代
ミ
ス
テ
リ
ー
映
画
論
│
│
」（『
シ
ナ
リ
オ
』
↓
『
神
聖

受
胎
』1962

）

わ
た
し
は
胸
の
あ
た
り
が
泉
鏡
花
流
に
い
え
ば
「
キ
ヤ
キ
ヤ
し
て
」
き
て
、
足
早
に

通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
弱
虫
だ
が
、

’62/01

「
古
代
人
は
知
っ
て
い
た
」（『
宝
石
』﹇
初
出
題
／
ギ
リ
シ
ャ
人
は
知
っ
て
い
た
﹈

↓
『
毒
薬
の
手
帖
』
桃
源
社
、1963

・6

）

キ
ル
ケ
ー
の
館
の
ま
わ
り
に
は
、
魔
薬
に
よ
っ
て
狼
や
獅
子
に
変
え
ら
れ
た
彼
女
の

恋
人
た
ち
が
う
ろ
つ
い
て
い
る
。（
こ
の
あ
た
り
、
鏡
花
の
『
高
野
聖
』
に
ち
ょ
っ
と

似
て
い
る
。）

’67/09

「
近
代
文
学
に
お
け
る
黒
い
エ
ロ
ス
」（『
潮
流
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』1967

・9

・17

↓
『
エ

ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
桃
源
社
、1967

・12

）

わ
た
し
た
ち
は
、
泉
鏡
花
や
谷
崎
潤
一
郎
や
川
端
康
成
の
よ
う
な
日
本
の
耽
美
派
作

家
の
作
品
の
な
か
に
も
、
こ
の
魔
女
崇
拝
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ナ
ボ
コ
フ
の
『
ロ
リ
ー
タ
』
の
な
か
に
も
、
そ
の
も
っ
と
も

現
代
的
な
一
変
種
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
龍
潭
譚
」「
高
野
聖
」
を
中
心
と
し
た
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」「
キ
ル
ケ
ー
」「
魔
女
崇
拝
」
の
視

点
が
晩
年
ま
で
継
続
す
る
が
、

323



二
五

澁澤龍彥の「蔵書目録」について（3）

’54

〔
★08-02-21 The rom

antic agony, P
raz(M

ario), trad. de A
ngus D

avidson, 
O

xford university press, 1954

〕

の « Fatal w
om

an » 

を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
澁
澤
は
後
に

’74/06
〔01-06-30 

近
代
日
本
の
思
想
と
芸
術
Ⅱ
、
芳
賀
徹
他
編
、
講
座
比
較
文
学
④
、
東

京
大
学
出
版
会
、1974

〕

に
収
録
さ
れ
た
倉
智
恒
夫
「
西
洋
近
代
小
説
の
日
本
的
翻
案
│
森
田
思
軒
と
泉
鏡
花
│
」

（pp.155-179

）
に
興
味
を
示
し
、『
蔵
書
目
録
』
巻
末
に
収
録
さ
れ
た
「
創
作
ノ
ー
ト
影
印

（
ノ
ー
ト
本
体
）」
に
「
鏡
花　

講
座
比
較
文
学
４
「
近
代
日
本
の
思
想
と
芸
術
Ⅱ
」p.169

〜179

」
と
メ
モ
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
論
文
は
、『
白
鬼
女
物
語
』（「
高
野
聖
」
の

原
型
）
の
材
源
と
し
て
森
田
思
軒
訳
『
金
驢
譚
』（
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
『
黄
金
の
ロ
バ
』）
を
検

討
し
、『
高
野
聖
』
に
接
続
す
る
も
の
で
、
澁
澤
の
関
心
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
澁
澤
は
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
「
キ
ヤ
キ
ヤ
」
等
の
鏡
花
語
を
好
ん
で
使
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
三
島
は
、
世
界
文
学
的
視
野
か
ら
鏡
花
を
捉
え
よ
う
と
す
る
澁
澤
の
鏡
花
へ
の
言

及
を
知
っ
て
い
て
次
の
対
談
を
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

’69/01

「
鏡
花
の
魅
力
」（『
日
本
の
文
学
４　

尾
崎
紅
葉
／
泉
鏡
花
』
中
央
公
論
社
、
月
報
）

澁
澤　

僕
は
「
照
葉
狂
言
」
を
最
初
に
読
ん
だ
ん
で
す
よ
。
も
の
す
ご
く
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
で
、
あ
れ
で
ま
い
り
ま
し
た
。「
龍
潭
譚
」
と
い
う
の
は
、「
高
野
聖
」
の
完
全
な

原
型
で
す
ね
。

澁
澤　
「
日
本
橋
」
は
筋
が
重
層
し
て
ま
す
か
ら
ね
。
今
で
も
、
時
々
わ
か
ら
な
い
の

が
あ
り
ま
す
よ
。
し
ば
ら
く
読
ん
で
い
く
と
、
ア
ッ
そ
う
か
っ
て
…
…
。
だ
か
ら
か

ま
わ
ず
ど
ん
ど
ん
読
ん
で
い
く
と
し
ま
い
に
わ
か
り
ま
す
ね
。

三
島　

澁
澤
さ
ん
、
鏡
花
の
芝
居
は
嫌
い
で
す
か
。「
天
守
物
語
」
な
ん
か
。
／
澁
澤　

あ
れ
は
最
高
傑
作
で
す
ね
。

澁
澤　
「
山
吹
」
で
す
ね
。
あ
れ
は
す
ば
ら
し
い
。
汚
な
い
爺
さ
ん
は
、
人
形
使
い
で

彼
女
に
鞭
で
打
た
れ
る
ん
で
す
ね
。

澁
澤　
「
天
守
物
語
」
と
か
、「
山
吹
」
と
か
、「
戦
国
新
茶
漬
」
と
か
、「
海
神
別
荘
」

と
か
、「
紅
玉
」
と
か
み
ん
な
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
で
す
ね
。
結
局
、
鏡
花
は
理
想

主
義
者
か
な
あ
、
天
使
主
義
者
か
な
あ
…
…
ニ
ヒ
リ
ス
ト
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。

澁
澤　

僕
が
恐
い
の
は
「
春
昼
」。
自
分
が
出
て
く
る
。
自
分
が
出
て
く
る
と
い
う
の

は
、
鏡
花
の
恐
さ
の
中
に
よ
く
あ
り
ま
す
よ
。「
眉
か
く
し
の
霊
」
も
そ
う
で
す
ね
。

澁
澤　
「
夜
行
巡
査
」
以
来
そ
う
で
す
ね
。（
中
略
）
純
粋
観
念
だ
か
ら
な
。

澁
澤　

気
持
悪
い
の
は
「
酸
漿
」
と
い
う
小
説
。

三
島　
「
高
野
聖
」
の
な
ん
か
の
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
／
澁
澤　

ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
か

よ
く
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
…
…
動
物
に
変
わ
っ
ち
ゃ
う
の
は
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
な
。

（
中
略
）
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ
な
ん
か
も
そ
う
だ
な
。

澁
澤　

純
粋
観
念
だ
と
は
い
い
な
が
ら
、
ポ
ー
な
ん
か
の
世
界
と
は
全
く
違
う
で
し
ょ

う
。（
中
略
）
鏡
花
は
ホ
フ
マ
ン
に
近
い
で
す
か
。
ホ
フ
マ
ン
も
あ
あ
い
う
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
で
す
ね
。
／
三
島　

ホ
フ
マ
ン
に
近
い
で
し
ょ
う
ね
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ケ
ル
と

い
う
の
は
、
ど
こ
か
快
活
で
す
ね
。（
中
略
）
澁
澤　

僕
は
た
と
え
ば
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

な
ん
か
も
そ
う
い
う
点
で
好
き
で
す
ね
。

澁
澤　

ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
っ
て
も
、
室
生
犀
星
と
も
違
い
ま
す
ね
。

澁
澤　

ず
っ
と
後
に
な
っ
て
柳
田
國
男
を
読
ん
で
、
非
常
に
面
白
が
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

／
三
島　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ジ
ュ
ネ
に
ち
ょ
っ
と
似
て
る
ね
。
／
澁
澤　
「
黒
百
合
」

と
い
う
の
が
、
ま
た
凄
い
で
す
ね
。

「
日
本
橋
」
以
外
の
作
品
名
は
、
す
べ
て
先
の
『
泉
鏡
花
作
品
集
』
の
た
め
の
「
澁
澤
リ
ス

ト
」
に
挙
が
っ
て
お
り
、
澁
澤
の
鏡
花
作
品
へ
の
興
味
は
か
な
り
固
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

（「
戦
国
新
茶
漬
」
は
「
戦
国
茶
漬
」
の
初
出
題
だ
が
、
な
ぜ
初
出
題
の
方
を
用
い
た
の
か
は

不
明
）。

　

外
国
作
家
と
の
比
較
の
中
で
も
ホ
フ
マ
ン
は
特
に
重
要
で
、
こ
の
対
談
（
月
報
）
が
挟
み

込
ま
れ
た
『
日
本
の
文
学
４
』
本
体
に
お
け
る
三
島
由
紀
夫
に
よ
る
「
解
説
」
中
の
「
こ
の

作
家
は
、
も
っ
と
も
純
乎
た
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ケ
ル
と
し
て
、

・

・

・
ホ
フ
マ
ン
の
塁

を
摩
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
見
解
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
澁
澤
は
後
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
幻

妖　

日
本
文
学
に
お
け
る
美
と
情
念
の
流
れ
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
二
・
一
二
）
に
梶
井

基
次
郎
の
分
身
小
説
「
Ｋ
の
昇
天
│
│
或
は
Ｋ
の
溺
死
」（『
青
空
』
一
九
二
六
・
一
〇
）
を

採
録
し
、「
解
説
」
に
お
い
て
「
私
は
昔
か
ら
、
こ
の
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
風
の
快
活
な
、

死
を
描
い
て
快
活
な
、『
Ｋ
の
昇
天
』
と
い
う
短
編
を
好
ん
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
三
島
の
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ケ
ル
と
い
う
の
は
、
ど
こ
か
快
活
で
す
ね
」
と
い
う
ホ
フ
マ

ン
評
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
柳
田
國
男
を
読
ん
で
、
非
常
に
面
白

が
っ
た
そ
う
で
す
ね
」
に
つ
い
て
は
、『
鏡
花
全
集
』
第
二
八
巻
の
「
遠
野
の
奇
聞
」
を
読

ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

’69/04

「
地
震
と
病
気
│
│
谷
崎
文
学
の
本
質
」（『
現
代
日
本
文
学
大
系
第
三
十
巻　

谷
崎

潤
一
郎
』
筑
摩
書
房
、
月
報
↓
『
偏
愛
的
作
家
論
』
青
土
社
、1972

・6

）
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二
六

跡　上　史　郎

文
学
好
き
の
ひ
と
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
話
で
あ
る
が
、
泉
鏡
花
は
あ
た
か
も

原
始
人
か
幼
児
の
よ
う
に
、
自
然
に
対
す
る
恐
怖
心
を
生
涯
も
ち
つ
づ
け
た
作
家
で
、

つ
ね
に
雷
鳴
に
お
び
え
、（
中
略
）

私
が
鏡
花
と
潤
一
郎
を
な
ら
べ
て
、
こ
ん
な
怖
い
も
の
の
比
較
を
こ
こ
ろ
み
た
の
は
、

た
だ
物
好
き
な
気
持
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。（
中
略
）

谷
崎
の
興
味
は
徹
頭
徹
尾
、
地
上
界
に
あ
っ
て
、
鏡
花
の
よ
う
に
お
化
け
や
幻
影
に

憑
か
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、（
中
略
）

幻
想
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
泉
鏡
花
の
世
界
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
非
現

実
や
超
自
然
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
官
能
的
興
奮
と
む
す
び
つ
い
て
、
頭
の
な

か
で
醗
酵
す
る
と
こ
ろ
の
想
像
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

’69/08

書
評
「『
夢
野
久
作
全
集
』
第
一
巻
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』1969

・8

・3

↓
『
澁

澤
龍
彥
集
成
Ⅶ
』1970

↓
『
偏
愛
的
作
家
論
』1972

）

文
学
史
的
に
な
が
め
れ
ば
、
夢
野
久
作
は
、
泉
鏡
花
以
来
は
じ
め
て
近
代
日
本
文
学

史
上
に
現
わ
れ
た
、
真
の
幻
想
家
的
資
質
を
そ
な
え
た
作
家
で
あ
り
、
骨
の
髄
ま
で

の
浪
曼
的
魂
の
持
主
で
あ
っ
た
。
浪
曼
的
魂
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
の
が
、

土
着
の
精
神
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、
彼
の
作
品
に
は
、
鏡
花
の
世
界

に
お
け
る
よ
う
に
、
幽
霊
そ
の
も
の
は
出
て
こ
な
い
け
れ
ど
も
、
幽
霊
に
ひ
と
し
い

狂
っ
た
人
間
は
必
ず
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

’69/09

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
考
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
↓
『
澁
澤
龍
彥
集
成
Ⅶ
』
桃
源
社
、

1970

・9

↓
『
黄
金
時
代
』
薔
薇
十
字
社
、1971

・7

↓
『
変
身
の
ロ
マ
ン
』
立
風
書
房
、

1972

・9

）

上
田
秋
成
『
夢
応
の
鯉
魚
』
か
ら
泉
鏡
花
『
高
野
聖
』
ま
で
、
李
景
亮
『
人
虎
伝
』

か
ら
太
宰
治
『
魚
服
記
』
ま
で
、
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
『
黄
金
の
驢
馬
』
か
ら
フ
ラ
ン
ツ
・

カ
フ
カ
『
変
身
』
ま
で
、
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
を
主
題
と
し
た
文
学
作
品
は
、
古

今
東
西
に
わ
た
っ
て
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
有
様
で
あ
り
、

鏡
花
と
谷
崎
と
の
対
比
、
鏡
花
と
夢
野
久
作
と
の
対
比
、
世
界
の
変
身
文
学
と
の
対
比
等
、

澁
澤
は
ホ
フ
マ
ン
の
例
と
同
じ
く
対
比
に
よ
っ
て
鏡
花
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
特

に
久
作
と
の
対
比
と
い
う
視
点
は
、
後
に
鏡
花
研
究
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

四
　
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
鏡
花
へ
の
言
及

’70/04

「
幻
想
文
学
に
つ
い
て
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
↓
『
澁
澤
龍
彥
集
成
Ⅶ
』1970

↓
『
黄
金

時
代
』1971

）

カ
イ
ヨ
ワ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
採
録
さ
れ
て
い
る
日
本
の
幻
想
物
語
が
、
小
泉
八
雲

と
谷
崎
潤
一
郎
（
そ
れ
に
し
て
も
『
刺
青
』
が
幻
想
小
説
で
あ
ろ
う
か
？
）
を
別
と

す
れ
ば
、
す
べ
て
十
九
世
紀
以
前
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
泉
鏡
花
は
ホ
フ
マ
ン
よ
り
前
近
代
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
に
わ
か
に
断
定
し
得
な
い
問
題
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
澁
澤
に
お
い
て
は
鏡
花
と
ホ
フ
マ
ン
は
比
較
対
象
と
し
て
並
び
立
つ
と
断
定
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
カ
イ
ヨ
ワ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

’66/04

〔
★08-02-16 A

nthologie du fantastique

①
②, C

aillois(R
oger), G

allim
ard, 

1966

〕

澁
澤
の
幻
想
文
学
論
は
、
①
の
序
文

の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
。
他
に
有
力
な
幻
想
文
学
論
と
し
て
後
発
の
以
下
が
あ
る
。

’70/03

〔08-02-37 Introduction à la littérature fantastique, Todorov (Tzvetan), 
Seuil, 1970

〕

’75/02

〔
★02-05-38 

幻
想
文
学
―
構
造
と
機
能
、
ト
ド
ロ
フ
、
渡
辺
明
正
他
訳
、
朝
日
出

版
社
、1975

〕

澁
澤
は
、「『
幻
想
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
』
序
」（『「
日
本
幻
想
文
学
大
全
」
上　

幻
想
の
ラ
ビ
リ

ン
ス
』（
青
銅
社
、
一
九
八
五
・
九
）
に
お
い
て
「
ツ
ヴ
ェ
タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
は
つ
ま
ら
な
い

か
ら
読
ま
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
読
ま
ず
に
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
の
も
あ
り

得
な
く
は
な
い
も
の
の
い
さ
さ
か
苦
し
く
、
実
際
邦
訳
の
方
に
は
書
込
み
を
示
す
★
が
つ
い

て
い
る
の
で
読
ん
で
い
る
。
ト
ド
ロ
フ
の
議
論
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
礎
に
置
く
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
幻
想
文
学
と
の
相
性
が
良
い
の
だ
が
、
澁
澤
が
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ケ

ル
」
と
見
な
す
鏡
花
に
対
し
て
は
、
カ
イ
ヨ
ワ
の
方
が
相
応
し
い
と
捉
え
て
い
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

’70/04

「
フ
ロ
ー
ラ
幻
想
」（『
草
月
』﹇
初
出
題
／
花
々
幻
想
﹈
↓
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
乳
房
』

立
風
書
房
、1973
・4

）

日
本
で
も
、
明
治
の
ロ
マ
ン
主
義
的
小
説
家
と
し
て
異
彩
を
放
っ
て
い
る
泉
鏡
花
が
、
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二
七

澁澤龍彥の「蔵書目録」について（3）

同
じ
よ
う
な
神
秘
な
『
黒
百
合
』
の
物
語
を
書
い
て
い
ま
す
。

鏡
花
の
「
黒
百
合
」
だ
っ
て
、
北
海
道
あ
た
り
ま
で
行
け
ば
、
見
つ
か
ら
な
い
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、

’71/05
「
吉
村
博
任
『
泉
鏡
花
│
│
芸
術
と
病
理
』」（『
海
』
↓
『
偏
愛
的
作
家
論
』1972

）

鏡
花
は
明
治
の
作
家
の
う
ち
で
も
、
も
と
も
と
私
が
特
別
に
関
心
を
い
だ
い
て
い
る

作
家
な
の
で
、（
中
略
）

何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
著
者
が
鏡
花
の
『
春
昼
』
お
よ
び
『
春
昼
後
刻
』
を
採
り
あ
げ
、

「
神
韻
縹
渺
た
る
気
品
と
妖
し
い
幻
想
に
溢
れ
て
い
る
点
か
ら
、
一
代
の
名
作
た
る
を

失
わ
な
い
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
点
が
、
私
に
は
嬉
し
か
っ
た
と
申
し
あ
げ
て
お
く
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
こ
の
作
品
に
す
こ
ぶ
る
執
着
の
あ
る
私
は
、（
中
略
）

小
品
『
蠅
を
憎
む
記
』
に
関
し
て
、
吉
村
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
、（
中
略
）

鏡
花
の
ド
ラ
マ
の
構
造
は
じ
つ
に
単
純
で
、
一
方
に
強
い
人
間
、
悪
玉
、
権
力
、
世

俗
が
あ
り
、
他
方
に
弱
い
人
間
、
善
玉
、
正
義
、
清
純
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
無

力
な
後
者
を
庇
護
す
る
も
の
と
し
て
、
い
つ
も
登
場
す
る
の
が
一
種
の
魔
性
を
そ
な

え
た
美
女
、
一
種
の
吸
血
魔
女
（『
照
葉
狂
言
』
の
「
野
衾
」
の
挿
話
を
想
起
さ
れ
た

い
）、
す
な
わ
ち
鏡
花
の
永
遠
の
女
性
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
極
東
の
ロ
マ
ン

テ
ィ
ケ
ル
も
、
あ
の
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
理
論
に
そ
っ
く
り
包
括
さ
れ
る
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ゴ
ニ
ー
の
性
愛
構
造
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
を
示
す
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

「
黒
百
合
」
は
三
島
と
の
対
談
で
も
挙
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
よ
う
や
く
こ
の
頃
に
な
っ
て
、

澁
澤
の
蔵
書
に
鏡
花
に
関
す
る
評
論
・
研
究
書
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
最
初
の

も
の
が

’70/10

〔
★18-05-02 

泉
鏡
花
―
芸
術
と
病
理
、
吉
村
博
任
、
パ
ト
グ
ラ
フ
ィ
双
書
、
金
剛

出
版
新
社
、1970

〕

で
あ
り
、「
吉
村
博
任
『
泉
鏡
花
』」
は
書
評
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
澁
澤
の
『
春

昼
』
へ
の
強
い
関
心
は
、
三
島
と
の
対
談
で
も
示
さ
れ
て
い
た
が
、
パ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
方

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
当
時
の
澁
澤
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
〔The rom

antic agony

〕
で
鏡
花
を
捉
え
る
視
点
が
継
続
し
て
い
る
。

’71/05

「
編
集
後
記
」（『
暗
黒
の
メ
ル
ヘ
ン
』
立
風
書
房
）

「
龍
潭
譚
」
は
鏡
花
の
初
期
（
明
治
二
十
九
年
）
の
短
編
で
あ
る
が
、
早
く
も
後
年
の

傑
作
「
高
野
聖
」
の
主
題
│
│
す
な
わ
ち
、
い
ず
こ
と
も
知
れ
ぬ
仙
境
に
魔
性
の
美

女
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
浪
曼
主
義
的
な
主
題
│
│
が
現
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
と
く
に
私
の
愛
惜
す
る
作
で
あ
る
。

実
際
に
澁
澤
が
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
収
録
し
た
か
っ
た
の
は
「
春
昼
」「
春
昼
後
刻
」

だ
っ
た
の
だ
が
、
分
量
が
多
す
ぎ
る
の
で
「
龍
潭
譚
」
が
選
択
さ
れ
た
。
澁
澤
は
「
春
昼
」

「
春
昼
後
刻
」
に
多
大
な
関
心
を
示
し
な
が
ら
も
、
つ
い
に
ま
と
ま
っ
た
評
論
を
書
く
こ
と

が
な
か
っ
た
。「
仙
境
に
魔
性
の
美
女
」
型
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
「
ラ
ン
プ
の
廻
転
」

（『
文
藝
』
一
九
七
五
・
一
〇
）
と
い
う
名
作
が
あ
る
だ
け
に
、
自
分
自
身
が
分
裂
し
て
し
ま

う
恐
怖
と
い
う
「
春
昼
」
型
に
つ
い
て
も
書
き
残
し
て
い
た
ら
、
と
い
う
興
味
は
尽
き
な
い
。

’71/12

「
サ
ロ
メ
の
時
代
」（『「
サ
ロ
メ
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
浪
曼
劇
場
↓
『
偏
愛
的

作
家
論
』1972

）

泉
鏡
花
や
谷
崎
潤
一
郎
に
親
し
ん
で
き
た
少
年
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ワ
イ
ル
ド

や
ポ
ー
を
選
ぶ
の
は
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
は
ず
だ
。
三
島
さ
ん
自
身
が
簡

明
直
截
に
書
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
三
島
に
関
す
る
言
及
が
主
で
あ
る
。

’72/09

「
編
集
後
記
」（『
変
身
の
ロ
マ
ン
』
立
風
書
房
）

鏡
花
の
幽
霊
は
多
く
女
性
で
あ
り
、
し
か
も
マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
が
名
著
『
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ゴ
ニ
ー
』
の
な
か
で
公
式
化
し
た
よ
う
な
、Fatal w

om
an

「
破
滅
を

も
た
ら
す
女
」
で
あ
る
と
い
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
た
い
。（
中
略
）

『
高
野
聖
』
は
、
こ
の
よ
う
な
女
に
憧
れ
る
鏡
花
の
性
愛
構
造
の
秘
密
を
、
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
シ
ス
の
怪
異
譚
と
し
て
、
白
日
の
も
と
に
暴
き
出
し
た
傑
作
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

’72/12

「
幻
妖
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」（『
幻
妖　

日
本
文
学
に
お
け
る
美
と
情
念
の
流
れ
』
現

代
思
潮
社
）

泉
鏡
花
の
絶
品
『
天
守
物
語
』
は
、（
中
略
）
こ
れ
に
も
民
俗
学
上
の
下
敷
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
南
方
熊
楠
の
『
人
柱
の
話
』
に
、（
中
略
）

妖
怪
の
純
粋
な
ア
ン
チ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
美
し
さ
が
、
と
く
に
際
立
た
せ
ら
れ

た
作
品
で
あ
る
。

« Fatal w
om

an » 

が
強
固
な
一
貫
性
を
示
し
て
い
る
が
、

’52/02

〔
◉18-07-01 

南
方
熊
楠
全
集
【
全
12
巻
】、
南
方
熊
楠
、
乾
元
社
、1951

﹇
※
渋

沢
敬
三
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
だ
が
時
期
は
不
明
﹈〕
第
四
巻
、
ま
た
は

’69

〔26-02-14 

南
方
熊
楠
随
筆
集
、
南
方
熊
楠
、
筑
摩
叢
書
、
筑
摩
書
房
、1969

﹇
初
刊
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跡　上　史　郎
1968

・10

﹈〕

所
収
の
「
人
柱
の
話
」
に
基
づ
く
『
天
守
物
語
』
の
材
源
考
察
も
こ
の
後
何
度
か
使
い
ま
わ

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。〔
鏡
花
全
集
【
全
28
巻
】〕
第
三
巻
「
月
報
」
第
一
四
号

（
一
九
四
一
・
一
二
）
に
「
泉
鏡
花
蔵
書
目
録
」
が
、
第
一
六
巻
「
月
報
」
第
一
九
号

（
一
九
四
二
・
四
）
に
「
鏡
花
先
生
の
「
草
双
紙
」
目
録
」
が
、〔
鏡
花
全
集 

別
巻
〕「
月
報
」

第
二
九
号
（
一
九
七
六
・
三
）
に
も
「
泉
鏡
花
蔵
書
目
録
」
が
あ
り
、
ま
た
後
に
は

’74/12

〔27-05-15 
近
代
文
学
の
典
拠
│
鏡
花
と
潤
一
郎
、
三
瓶
達
司
、
笠
間
選
書
、
笠
間

書
院
、1974

〕

と
い
う
研
究
書
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
澁
澤
の
著
作
を
見
る
限
り
、
材
源
考
察
に
活
用
さ
れ

た
形
跡
は
な
い
。

’73/02

「
幻
想
文
学
の
異
端
性
に
つ
い
て
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
↓
『
人
形
愛
序
説
』
第
三
文

明
社
、1974

・10

↓
『
少
女
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
序
説
』
中
公
文
庫
、1985

・3

）

同
様
に
し
て
、
私
た
ち
は
ま
た
、
上
田
秋
成
と
ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
を
、
平

田
篤
胤
と
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
・
キ
ル
ヒ
ャ
ー
を
、
平
賀
源
内
と
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
ス
を
、

泉
鏡
花
と
Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
を
、
折
口
信
夫
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
イ
タ
ー
を
、

牧
野
信
一
と
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ド
・
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
を
、
稲
垣
足
穂
と
ダ
ン
セ
ー
ニ
卿
を
、

そ
れ
ぞ
れ
並
べ
て
論
じ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
い
ま
や
、
そ
う
い
う
時

代
が
や
っ
て
き
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

’74/02

「
魔
道
の
学
匠
」（『
日
夏
耿
之
介
全
集
』
第
7
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
月
報
↓
『
偏

愛
的
作
家
論
』
増
補
版
、
青
土
社
、1976

・8

）

私
が
『
明
治
浪
曼
文
学
史
』
を
読
ん
だ
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
な
か
に
泉
鏡
花
と
の
比
較
に
お
い
て
、
バ
ル
ベ
ー
・
ド
ル
ヴ
ィ

リ
ー
の
短
篇
集
『
レ
・
デ
ィ
ア
ボ
リ
ッ
ク
』
の
な
か
の
「
罪
の
な
か
の
幸
福
」（
耿
之

介
流
に
書
け
ば
「
罪
障
冥
加
」）
の
粗
筋
が
、
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た

と
き
に
は
驚
い
た
。

た
だ
私
と
し
て
は
、
鏡
花
と
ド
ル
ヴ
ィ
リ
ー
と
を
比
較
す
る
の
は
筋
ち
が
い
で
、
む

し
ろ
鏡
花
に
近
い
資
質
の
作
家
は
ホ
フ
マ
ン
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、

や
は
り
鏡
花
と
ホ
フ
マ
ン
を
対
比
す
る
視
点
が
続
い
て
い
る
。『
蔵
書
目
録
』
中
に

’68/11

〔16-05-02 

明
治
浪
曼
文
学
史
、
日
夏
耿
之
介
、
中
央
公
論
社
、1968

﹇
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1951

・8

﹈〕

が
確
認
で
き
る
。

’74/08

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
つ
い
て
」（『
海
』
↓
『
記
憶
の
遠
近
法
』
大
和
書
房
、1978

・

4

）キ
リ
コ
も
マ
ン
・
レ
イ
も
エ
ル
ン
ス
ト
も
、
い
さ
さ
か
オ
ー
ル
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
な
っ
た
か
ら
、
骨
董
趣
味
の
よ
う
に
珍
重
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。

泉
鏡
花
の
再
評
価
に
も
、
そ
う
い
う
面
は
あ
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
も
し
か
し
た
ら
、

あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
過
去
を
向
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
泉
鏡
花
の
再
評
価
」、
つ
ま
り
七
〇
年
代
の
鏡
花
ブ
ー
ム
を
受
け
て
の
発
言
で
あ
る
が
、

ブ
ー
ム
の
発
端
を
担
っ
て
い
た
一
人
は
澁
澤
自
身
で
あ
り
、
三
島
と
の
対
談
が
大
き
い
。

’74/09

「
岡
本
か
の
子　

あ
る
い
は
女
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
」（『
岡
本
か
の
子
全
集
』
第
１
巻
、

冬
樹
社
、
付
録
「
岡
本
か
の
子
研
究
Ⅳ
」
↓
『
偏
愛
的
作
家
論
』
増
補
版
、
青
土
社
、

1976

・8

）

明
治
以
後
の
日
本
の
小
説
家
の
な
か
で
、
こ
の
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
現
象
に
異
常
な

興
味
と
不
安
を
い
だ
い
て
い
た
の
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
、
泉
鏡
花
と
芥
川
龍
之
介

の
二
人
な
の
で
あ
る
。

と
き
お
り
顔
を
出
す
「
春
昼
」
系
の
発
言
で
あ
る
。

’74/10

「
文
字
と
デ
ザ
イ
ン
」（『
海
』
↓
『
記
憶
の
遠
近
法
』1978

）

か
つ
て
泉
鏡
花
は
原
稿
執
筆
中
、
ふ
と
字
を
忘
れ
る
と
、
鏡
花
夫
人
に
こ
れ
を
問
い

た
だ
し
、
夫
人
が
指
で
宙
に
字
を
書
い
て
み
せ
る
と
、
ウ
ン
ウ
ン
と
頷
い
て
か
ら
、

真
剣
な
顔
を
し
て
「
早
く
消
せ
」
と
命
じ
た
と
い
う
。

私
は
鏡
花
ほ
ど
、
文
字
に
対
す
る
崇
拝
の
念
を
い
だ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
れ
で
も
昨
今
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
、
単
に
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
だ
け
の
文
字
濫
用
を
目

に
す
る
と
、

メ
イ
ン
は
鏡
花
で
は
な
く
、
例
え
話
と
し
て
用
い
る
例
。

’75/10

「
ラ
ン
プ
の
廻
転
」（『
文
藝
』
↓
『
思
考
の
紋
章
学
』
河
出
書
房
新
社
、1977

・5

）

も
し
か
し
た
ら
、
古
来
の
幽
霊
あ
る
い
は
妖
怪
の
な
か
で
、
炭
取
の
よ
う
な
日
常
の

器
物
を
廻
転
さ
せ
る
と
い
う
手
法
は
、
か
な
り
常
套
的
な
手
法
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
、
と
さ
え
私
に
は
思
わ
れ
た
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
泉
鏡
花
の
『
草

迷
宮
』
の
な
か
の
一
節
で
あ
る
。

’76/01

「
姉
の
力
」（『
文
藝
』
↓
『
思
考
の
紋
章
学
』1977

）

「
姉
の
力
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
な
ら
ば
、
溝
口
健
二
に
よ
っ
て
好
ん
で
映
画
化
さ
れ

た
泉
鏡
花
の
諸
作
品
、
す
な
わ
ち
『
滝
の
白
糸
』
や
『
日
本
橋
』
や
『
売
色
鴨
南
蛮
』
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澁澤龍彥の「蔵書目録」について（3）

の
方
が
、
風
俗
的
な
い
し
は
心
理
的
な
意
味
で
、
む
し
ろ
こ
の
呼
称
に
ぴ
っ
た
り
す

る
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
泉
鏡
花
の
全
作
品
が
、「
姉
の
力
」
を
核
と
し
て
凝
集
し
た
、

一
つ
の
甘
美
な
果
肉
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
え
ば
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
思
考
の
紋
章
学
』
は
中
期
澁
澤
の
傑
作
で
あ
り
、「
ラ
ン
プ
の
廻
転
」
は
そ
の
劈
頭
を
飾
る

名
作
で
あ
る
。
別
稿
で
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
。「
姉
の
力
」
で
は
珍
し
く
普
段
は
取
り
上

げ
な
い
鏡
花
作
品
名
が
出
て
き
て
い
る
が
、
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
映
画
化
さ
れ
た
も
の
だ
か

ら
で
あ
ろ
う
（『
滝
の
白
糸
』
の
原
作
は
、「
義
血
侠
血
」）。

’76/02

「
三
島
由
紀
夫
と
デ
カ
ダ
ン
ス
│
│
個
人
的
な
思
い
出
を
中
心
に
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』

↓
『
偏
愛
的
作
家
論
』
増
補
版
、
青
土
社
、1976

・8

）

む
ろ
ん
、
三
島
氏
は
少
年
時
代
か
ら
、
谷
崎
潤
一
郎
や
泉
鏡
花
や
日
夏
耿
之
介
に
親

し
ん
で
い
た
し
、
オ
ス
カ
ア
・
ワ
イ
ル
ド
を
代
表
と
す
る
西
欧
の
世
紀
末
文
学
に
も

親
し
ん
で
い
た
。

三
島
の
思
い
出
話
と
鏡
花
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

’76/02

「
自
己
像
幻
視
の
こ
と
」（『
毎
日
新
聞
』1976
・2

・15

↓
『
東
西
不
思
議
物
語
』

毎
日
新
聞
社
、1977

・6

）

古
く
か
ら
、
自
己
像
幻
視
は
死
の
前
兆
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
吉
村
博
任
と

い
う
お
医
者
さ
ん
の
書
い
た
『
泉
鏡
花
・
芸
術
と
病
理
』
と
い
う
本
に
は
、
こ
の
現

象
が
医
学
的
に
要
領
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。
吉
村
さ
ん
の

意
見
で
は
、
小
説
家
の
泉
鏡
花
に
も
、
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
。

こ
れ
も
「
春
昼
」
系
で
あ
る
。

’76/06

「
二
度
の
シ
ョ
ッ
ク
の
こ
と
」（『
毎
日
新
聞
』1976

・6

・13

↓
『
東
西
不
思
議
物

語
』1977

）

泉
鏡
花
の
戯
曲
『
天
守
物
語
』
は
、
寛
保
年
間
の
『
老
媼
茶
話
』
に
出
て
く
る
奥
州

の
妖
怪
譚
を
原
型
と
し
て
、
作
者
が
自
由
に
肉
づ
け
し
た
艶
麗
な
作
品
で
あ
る
。

「
人
柱
の
話
」
に
基
づ
く
材
源
考
察
の
使
い
回
し
で
あ
る
。

’76/07

「
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た
少
年
の
こ
と
」（『
毎
日
新
聞
』1976

・7

・25

↓
『
東
西
不

思
議
物
語
』1977

）

泉
鏡
花
の
『
草
迷
宮
』
に
出
て
く
る
秋
谷
悪
左
衛
門
と
い
う
魔
人
は
、
み
ず
か
ら
「
人

間
の
瞬
く
間
を
世
界
と
す
る
」
と
言
明
す
る
。
つ
ま
り
、
瞬
間
の
な
か
に
住
ん
で
い

る
と
い
う
わ
け
だ
。

「
ラ
ン
プ
の
廻
転
」
か
ら
『
草
迷
宮
』
へ
の
言
及
が
始
ま
る
が
、
使
い
回
し
の
例
。

’77/03

「
鞄
」（『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』1977

・3

・10

↓
『
記
憶
の
遠
近
法
』1978

）

泉
鏡
花
の
小
説
に
『
革
鞄
の
怪
』
と
い
う
の
が
あ
る
。
小
説
の
語
り
手
が
、
汽
車
の

な
か
で
偶
然
に
出
会
っ
た
、
大
き
な
古
ぼ
け
た
革
鞄
を
持
っ
た
男
と
一
緒
に
旅
館
に

泊
ま
る
と
、
そ
の
夜
中
に
、
床
の
間
に
置
か
れ
た
鞄
の
な
か
か
ら
人
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
／
こ
の
革
鞄
の
テ
ー
マ
が
よ
ほ
ど
気
に
な
っ
て
い
た

と
見
え
て
、
鏡
花
は
そ
れ
か
ら
六
年
後
に
も
、
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
複
雑
に
発
展
さ

せ
た
『
唄
立
山
心
中
一
曲
』
と
い
う
、
前
作
よ
り
も
や
や
長
い
小
説
を
書
い
て
い
る

ほ
ど
だ
。

こ
れ
も
、
前
掲
「
澁
澤
リ
ス
ト
」
に
な
い
作
品
へ
の
言
及
で
あ
る
が
、「
姉
の
力
」
と
は
異

な
り
、
映
画
は
関
係
な
い
。『
鏡
花
全
集
』
第
一
五
巻
、
第
二
〇
巻
と
い
う
従
来
等
閑
視
さ

れ
て
い
た
大
正
期
作
品
を
扱
っ
て
お
り
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
澁
澤
の
鏡
花
へ
の
関
心
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

’77/12

「
Ⅲ
」（『
新
劇
』﹇
初
出
題
／
城
│
│
専
制
君
主
の
夢
（
第
三
回
）﹈
↓
『
城　

夢
想

と
現
実
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』
白
水
社
、1981

・11

）

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
泉
鏡
花
の
絶
品
と
い
う
べ
き
戯
曲
『
天
守
物
語
』
の
な
か
に
、

こ
の
気
高
き
女
と
児
小
姓
森
田
図
書
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
た
く
み
に
採
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
る
。（
中
略
）

も
と
も
と
鏡
花
の
小
説
は
す
べ
て
、
俗
世
間
と
妖
怪
世
界
と
の
対
立
（『
高
野
聖
』
で

も
そ
う
で
あ
り
、『
草
迷
宮
』
で
も
そ
う
で
あ
る
。
い
や
、『
日
本
橋
』
の
よ
う
な
風

俗
的
な
も
の
で
も
、
結
局
は
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
）
を
契
機
と
し
て
動
き
出
す
の

だ
が
、

や
は
り
「
人
柱
の
話
」
系
の
使
い
回
し
。

’78/01

「
ミ
イ
ラ
取
り
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』1978

・1

・27

↓
『
玩
物
草
紙
』
朝
日
新

聞
社
、1979

・2

）

ラ
イ
ダ
ー
・
ハ
ガ
ー
ド
の
『
洞
窟
の
女
王
』
や
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ノ
ワ
の
『
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ー
ド
』
な
ど
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
説
作
品
で
は
、
容
易
に
ひ
と
の
近
づ

き
得
な
い
秘
境
に
、
不
老
不
死
の
魔
性
の
美
女
が
君
臨
し
て
い
る
。
こ
の
系
列
の
作

品
群
に
は
、
わ
が
国
の
泉
鏡
花
の
『
高
野
聖
』
を
つ
け
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
心

理
学
者
の
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
は
、
ハ
ガ
ー
ド
や
ブ
ノ
ワ
の
作
品
が
大
い
に
気
に
入
っ

て
い
る
ら
し
く
、
自
分
の
ア
ニ
マ
の
理
論
を
説
明
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
彼
ら
の
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三
〇

跡　上　史　郎

名
前
を
引
用
し
た
り
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。

マ
リ
オ
・
プ
ラ
ー
ツ
の
継
続
で
あ
る
。

’78/03

「
変
身
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』1978

・3

・24

↓
『
玩
物
草
紙
』1979

）

そ
の
記
憶
が
、
現
在
で
も
私
に
残
っ
て
い
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
胸
が
き
や
き
や
し

て
く
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ご
参
考
ま
で
に
、
こ
の
「
き
や
き
や
」
と
い

う
の
は
、
泉
鏡
花
あ
た
り
が
よ
く
使
う
言
葉
で
、
そ
れ
を
私
が
真
似
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

’78/09

「
化
け
も
の
好
き
の
弁
│
│
泉
鏡
花
『
夜
叉
ケ
池
』
公
演
に
寄
せ
て
」（『
新
劇
』
↓

『
太
陽
王
と
月
の
王
』
大
和
書
房
、1980

・9

）

も
と
も
と
私
に
は
、
由
緒
正
し
い
妖
怪
、
い
か
め
し
く
恐
ろ
し
い
妖
怪
、
す
な
わ
ち

天
狗
や
鬼
な
ど
の
系
列
よ
り
も
、
む
し
ろ
デ
モ
行
進
や
ゲ
リ
ラ
戦
を
得
意
と
す
る
と

こ
ろ
の
、
室
町
時
代
以
降
の
弱
々
し
い
化
け
も
の
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
が
強
い
の

だ
が
、
鏡
花
も
お
そ
ら
く
、
私
と
好
み
を
同
じ
く
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

『
夜
叉
ケ
池
』
に
は
、
明
ら
か
に
鏡
花
が
登
張
竹
風
と
共
訳
し
た
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の

『
沈
鐘
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
影
響
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。（
中
略
）

鏡
花
の
戯
曲
の
な
か
か
ら
、
そ
う
い
う
器
物
の
化
け
も
の
の
例
を
探
す
と
す
れ
ば
、

私
た
ち
は
彼
の
『
深
沙
大
王
』
と
い
う
戯
曲
を
見
れ
ば
よ
か
ろ
う
。

や
は
り
こ
れ
ま
で
触
れ
な
か
っ
た
鏡
花
作
品
へ
の
注
目
だ
が
、
こ
れ
は
依
頼
さ
れ
た
仕
事

（「
公
演
に
寄
せ
て
」）
の
性
質
に
よ
る
新
た
な
展
開
で
あ
ろ
う
。

’79/01

「
堀
口
大
學
氏
の
翻
訳
」（『
翻
訳
の
世
界
』
↓
『
城
と
牢
獄
』
青
土
社
、1980

・6

）

「
さ
る
に
て
も
鏡
花
は
天
才
だ
っ
た
」
と
書
い
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
三
島
だ
っ
た

（
中
央
公
論
社
版
「
日
本
の
文
学
」
解
説
）。
た
ぶ
ん
、
三
島
の
頭
の
ど
こ
か
に
、
か

つ
て
読
ん
だ
堀
口
氏
の
名
文
句
が
、
三
十
年
た
っ
て
も
消
え
ず
に
、
こ
び
り
つ
い
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

や
は
り
三
島
の
思
い
出
に
付
随
す
る
鏡
花
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
発
言
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

五
　
そ
の
他
の
鏡
花
関
連
書

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
『
蔵
書
目
録
』
中
の
鏡
花
関
連
書
を
挙
げ
て
お

こ
う
。

’73/07

〔01-06-32 

日
本
文
学
に
お
け
る
近
代
、
芳
賀
徹
他
編
、
講
座
比
較
文
学
②
、
東
京

大
学
出
版
会
、1973

〕﹇
脇
明
子
「
泉
鏡
花
と
夢
野
久
作
」
収
録
﹈

’73/09

〔
☆20-03-14 

銀
河
と
地
獄
、
川
村
二
郎
、
講
談
社
、1973

〕﹇「
瞠
視
さ
れ
た
空
間

／
泉
鏡
花
」
収
録
﹈

’74/04

〔
★18-04-04 

幻
想
の
論
理
、
脇
明
子
、
講
談
社
現
代
新
書
、1974

〕﹇
副
題
／
泉

鏡
花
の
世
界
﹈

’76/03, 77/03, 79/03, 80/03

〔18-04-14 ﹇
鏡
花
研
究
﹈、n

° 2, 3, 4, 5

、
石
川
近
代
文
学

館
〕4

の
吉
村
博
任
「
鏡
花
曼
荼
羅
│
「
春
昼
」
に
お
け
る
密
教
的
風
景
│
」
の
参
考
文

献
に
「
偏
愛
的
作
家
論
・
泉
鏡
花
」、
小
林
輝
冶
「「
草
迷
宮
」
の
構
造
│
毱
唄
幻
視
譚

│
」
中
に
「
ラ
ン
プ
の
廻
転
」
へ
の
言
及
。

’76/05

〔
☆
★16-04-24 

泉
鏡
花
―
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
、
笠
原
伸
夫
、
至
文
堂
、1976

〕

’76/06

〔
☆33-01-94 

壺
中
天
奇
聞
、
種
村
季
弘
、
青
土
社
、1976

〕〔
☆28-01-159 

壺
中

天
奇
聞 

私
家
版
、
種
村
季
弘
、
壺
中
館
、1976

〕﹇「
水
中
花
變
幻　

泉
鏡
花
に
つ
い
て
」

（『
別
冊
現
代
詩
手
帖　

泉
鏡
花
特
集
号
』1972

・1

）
収
録
﹈

’76/09

〔16-04-26 

泉
鏡
花
の
文
学
、
三
田
英
彬
、
近
代
の
文
学
、
桜
楓
社
、1976

〕

’79/10

〔22-05-37 

夢
の
舌
、
種
村
季
弘
、
北
宋
社
、1979

〕﹇「
水
辺
の
女　

泉
鏡
花
生
誕

百
年
に
寄
せ
て
」（『
読
売
新
聞
』1973

・11

・2

夕
刊
）
収
録
﹈

’79/12

〔18-04-08 

人
間
泉
鏡
花
、
巌
谷
大
四
、
東
京
書
籍
、1979

〕

’80/06

〔
☆24-02-20 

泉
鏡
花
、
日
本
文
学
研
究
資
料
刊
行
会
編
、
日
本
文
学
研
究
資
料
叢

書
、
有
精
堂
、1980

〕﹇
対
談
「
鏡
花
の
魅
力
」
再
録
﹈

’83/06

〔
☆18-04-06 

泉
鏡
花
の
世
界
―
幻
想
の
病
理
、
吉
村
博
任
、
牧
野
出
版
、1983

〕

 

（
つ
づ
く
）

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
科
研
費22K

00343

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴   

種
村
の
リ
ス
ト
は
齋
藤
靖
朗
「
解
題
」（
種
村
季
弘
『
水
の
迷
宮
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
二
〇・一
二
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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